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症例は40代,撃狛鷲.高血圧症 及び糖尿病歴有

り.当院受診5目前より突然 39℃台の発熱,下痢

を認め,近医にて抗菌薬および NSAIDsを処方さ
れた 発熱3日目に右前腕に筋痛様の痛みを伴う

紅斑が出現 捧痛および紅斑は2円ほどで消退す

るも,同様の皮疹が繭下腿に異時性に数カ所出現

した.当院紹介受診時∴ rld肢の紅斑部の痔痛及び

腫脹が強 く歩行困難な状態であった.WBC

19.3冗103/,,jl,CRY16.87mg/dl,画像所見では異

常は見られなかった 血液培養にてCampylobacter

fettlSが陽性となり,同歯による敗血症と診断,

CTRX4g/dayにて治療開始 し,7日後にLVFX

500mg/dayに変更して治療を継続した.抗菌薬開

始後速やかに解熟し,新たな皮疹は生じなかった.

Campylobacterは生肉摂取などに伴う食中毒の原

因菌として広く知られているが,車には,免疫抑

制状態を背景に,血管親和性を有し,感染性動脈

痛や感染性心内膜炎を生じたり,脳髄膜炎,肺膿

癌,尿路感染症等の原因となる薗種がある.今回

認めた移動性の有痛性紅斑を生じた例は調べ得た

限り1例のみであった.
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症候群関連脊髄炎の83歳女性例

松原 奈絵 ･黒羽 泰子 .長谷川着否

谷 単 ･小池 亮 子

国立病院機構酉新潟中央病院神経内科

症例は83歳,女性,感冒後に左側胸部の異常感

覚にて発症,自然経過にて改善と増悪を繰り返し

ていた.1年後に右下肢に強い両下肢の感覚障害,

歩行障害が出現し徐々に増悪した.神経学的には

視力障害なし,両下肢の深部膝反射の瓦進,病的

反射陽性,左Th6-8の異常感覚と右>左Ll以下

の異常感覚を認めたが膳耽直腸障害はなかった.
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胸椎MRIにてTh2-Th4に2ヶ所,髄内T2高

倍等を認め脊髄は軽度腫大してGdにて淡く均 一

に造影される病変を認めた.髄液蛋白は73mg/dl

と増加しており,OCB陽性,抗AQP4抗体は陰性

であった.招鋸青学的検査でSS-A,SS-B陽性,乾

燥症状の白魔はなかったがシルマ-テス ト (+),

ロ-ズベンガルテスト (+)よりシェ-グレン症

候群 (SjS)と診断した,SEPにて両下肢のN20,

P39の導出が不良で感覚障害は主に根症状による

ことが推察された.以上よりSjSに伴う脊髄損炎

の診断にてステロイドセ ミパルスを実施したが,

効果不十分であり,その後パルス+ⅠVIgを2ク

ール追加したところ,健反射克進,異常感鴬は改

善し,6ケ月後のMRlにて髄内T2高信号もほぼ
消失した.

本例のSjS関連脊髄炎では,抗AQP4抗体陰性

で, 視 神 経障害を欠いていた.ステロイドパルス

治療に加え,mgが有効であった可能性がある.
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症例81歳,男性.陳旧性肺結核症のため無治療

経過観察中に食欲不振が続き,傾眠傾向となり緊

急入院した.JCSⅢ-20の意識障害,37.1℃,派

拍93/分 ･整,血圧 133/74mmHg,その他身体所

見異常なし.WBC6740/ljl,Hb12.2g/dl,Plc

16.9×104/沸 NalOOmEq/L,K4.5mEq,C1

68mEq,TP6.4g/dl,Alb3.4g/dl,Cr0.76mg/動

UN17mg/動 Ca8.4mg/dl,CRP8.42mg/dl,血糖

91mg/dl,HbAIc5.5%,甲状腺機能正常,血清 コ

ルチゾル 13.3/1g/L,ACTH50も6pg/ml,rapid

ACTH負荷 :コルチゾル無反応.尿蛋白 (+)I
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糖 (-)･沈潜異常なし.CTで両側副腎に明かな

石灰化あり.水分制限と--一般抗菌薬を含む補液,

ステロイド補充を開始,低Na血症 ･意識レベル

ともに改善 した.陳旧性結核による潜在的副腎不

全が感染に伴い顕在化したと考えた.

第 Il固新潟食道 ･胃癌研究会
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1 高度肥満 (1m!1153)の進行胃癌症例に対す

る手術経験
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症例は45歳,女性,
【既往歴】2歳より気管支職息.20歳代に重積発

作で2度気管切開施行.40歳より睡眠時無呼吸症

候群で,夜間CPAPを使用.

【現病歴】2009年4月吐血にて発症 し胃体上部

進行腎癌の診断となるが,既往歴や BMI53の高

度肥満などリスクを考慮され,当科紹介.

E経過】術前 10日に入院し,呼吸 ･循環器のリ

スク評価 とコンディショニングを行い手術を施

育.麻酔は覚醒下に気管支鏡を剛 1て挿管,全身

および硬膜外麻酔を併用した.手術はリスクを考

慮 し牌温存腎全摘, リンパ節部活はDl+βとし

た.開削はwoundretractorと肥満用腹壁鈎を使

用し視野は良好であった.硬膜外麻酔による積極

的な蜂痛管理と腸嬢による栄養管理で合併症を認

めず,15病目に退院 した.

【結語】高度肥満患者に対する手術でも,術前か

らの十分なリスク評価,開削の__に未により通常と

同様の手術と層術期管理を行うことが可能であ

る.

2 当科におけるI,jlI)G導入後の現状
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【目的】現在までに施行 した9例の成績を検討

する.

E対象と手術手技】ESD適応外で術式が幽門側
腎切除術となるcStageIAが対象 手術手技 :及.
右胃大網動脈,右胃動脈の処理後,十 二指腸の離

節.2.やりやすい方向から牌上縁LN部活.3.

5cmの小切開から胃を切除,再建はB弓 tr巨

anglemethod.

【結果】 1,年齢68.7(50-77)嵐 男性 6例,

BMI21,0(15-25). 2.手術時間245(186-

346)育,出血量 31(10-100)ml,全例 Dl+

β.3.郭酒LN総数33.3(20-49日 臥 4.術
後在院日数10.3(7-ll)臥 5.術後早期有害

事象 :滑液癒 (CTCAEv3.0;G2)及例.

【結語】導入後短期の成績では大きな間轟点を

認めていない.当科で施行しているIADGの手技

をビデオで供覧する.


